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1出典）USDOT, Equity Action Plan,2022

US DOT Equity Action Plan米国交通政策のパラダイムシフト

米国交通省による「公正性」の行動計画

公正性
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コンプリート・ストリートとはみんなのストリートである。

コンプリート・ストリートは、あらゆる年齢や能力の歩行者、自転車利用者、自動車運
転者、公共交通機関利用者など、道路を利用するすべての人が安全にアクセスでき
るようにする道路を計画、設計、建設、運営、維持するためのアプローチです。

2005年に設立

出典）Smart Growth America

（コンプリート・ストリート）
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出典）Smart Growth America

コンプリートストリート採択件数（2020）



5出典）Smart Growth America

Michigan Municipal League

San Francisco Bike Coalition

Graham Coreil-Allen in Baltimore, MD 



6出典： National Complete Streets Coalition. Safer streets, stronger economies: complete streets project outcomes from across the country. (2015)

▼交通事故発生頻度の変化 ▼歩行トリップ発生頻度の変化

▼自転車トリップ発生頻度の変化

▼自動車トリップ発生頻度の変化

注）37自治体のNCSC分析（プロジェクトの実施前後）結果より
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普及のための重要ツール「デザインガイドライン」：
NACTO（全米都市交通担当官協議会、1996年設立）が2013年にUrban Street Design Guideを発表、
連邦の構造令等とは異なる最先端の技術を取り入れた柔軟な街路デザインの「道しるべ」。
2015年にはUSDOTが街路設計の必須要件として採用。コンプリートストリートよりもより

マルチモーダルに焦点を当てている点が特徴的。

出典）NACTO

注）NACTO:National Association of City Transportation Officials



8出典）Global Designing Cities Inisitative

注）2019年6月時点



9出典）NACTO:2018 City Data Snapshot

公共空間とバス専用レーン（単年度）
交通事故死亡率

自転車ネットワーク（単年度）交通安全対策



10



11
出典）https://asphaltart.bloomberg.org/



公共交通ファースト
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出典）NACTO

モビ×まち×道路一体の「ガイドライン」：公共交通を優先した交通まちづくり

の道しるべ。地域公共交通のリ・デザインだけではなく、街路、交差点、サービス、意匠など、ユニバーサルデザイ
ンの発想でモビリティのリ・デザインとしてまとめられている点が特徴。
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公共交通ファーストの最先端都市「ボストン」：「bus first means you 

first」のキャッチフレーズにて、中央走行方式のバス専用レーンが2021年秋に開業。トランジット・ストリート・デ
ザインガイドの要素が随所に反映（私見）

出典）ボストンMTA他



14出典）SFMTA出典）wired

モビまちの最先端都市「サンフランシスコ」：メインストリートのマーケットス

トリートを公共交通と自転車、歩行者のみの空間に再編。コロナ禍でスローストリートが拡大。沿道土地利用に対応
した路肩マネジメント、エリア全体の駐車場ダイナミックプライシング等を実践中。



超小型EVのまちづくり
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スローなまちづくり：ジョージア州のピーチツリーシティは居住者13,000 世帯のうち約 10,000 世

帯が少なくとも 1 台のゴルフカートを所有、約 11,000 台のカートが市に登録。高校生の通学の足としても利用

出典）Tony Bernard via Flickr



超小型EVのまちづくり
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出典）Tony Bernard via Flickr米国でもスローなまちづくりが大ブーム：全米30以上の都市に急拡大している

Circuit社の超小型EV。新しい移動の価値を創造していく取り組みが米国でも盛ん。
出典）Circuit社



日本への示唆

• 「デザインガイドライン」は最強のツールである

• 成果（ナレッジループ）こそが、拠り所であり、理解者を増やして
いく重要要素

• 市民の力と支援する組織、そして奔流へ

• スモールスタートから、スローなまちづくりを始めてみよう
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【社会貢献活動】
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– スマートモビリティ推進協議会アドバイザリーボード委
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鹿島出版、2015）

• 「モビリティをマネジメントする～コミュニケーションによる交通
戦略」、藤井聡、谷口綾子、松村暢彦編著（共著、学芸出版社、
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